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関西大学独逸文学会行事記録 ’
(昭和49年4月～昭和51年3月）
’
○昭和49年6月2日昭和49年度総会並びに第39回研究発表会総会議事
a)会長挨拶 見次直雄教授
b)編集報告 丸山三友教授
c)会計報告 福岡四郎助教授
研究発表
a)造語の一問題について 坂野 久氏
b)シラーの『群盗』について 八亀徳也氏
出席者37名
○昭和49年12月1日第40回研究発表会
a)『デーミアン』における「生」の問題 青山 豊氏
b)「東ドイツ紹介」 （スライド映写報告） 温井信正氏
出席者23名
○昭和50年12月7日昭和50年度総会並びに第41回研究発表会
総会議事
a)会長挨拶 見次直雄教授
b)会長改選の件 見次教授を再選
c)規約改正の件 会則第8条を「会費は年額1,500円とする」に
改正する。 〔備考〕を「会費年額1,500円（第8条は昭和51年度よ
りとし, 50年度以前入学の学部学生の前納会費は据置とする」に
改正する。
d)編集報告 丸山三友教授
e)会計報告 福岡四郎助教授
研究発表
ハイネのDerApollogottについて 宇佐美幸彦氏
出席者26名
’
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編集後記
当関西大学独逸文学会の「独逸文学」も本号を以て20号を数え，人で申せば本誌も
漸くここに成年に達したことになりました。光陰矢の如し， もさることながら，昭和
32年の誕生以来20年近く本誌の消長を見守ってきたものとしては，相応の感慨を禁じ
得ません。特に困難といえば，最近数年の相次ぐ大冊の記念号の発行と，御多分にも
れぬ製作費の急騰とは学会の機関誌発行資金の洞渇をもたらし，ために昨49年度から
は隔年発行の方針などの非常措置をとらざるを得なかったのですが，幸い学会費の増
額が認められるなど，会員諸氏の熱意を以て，財政的な立直りも期待でき本号以降従
前通り毎年発行の基本路線を守れる見通しをもつに至っております。勿論それには，
時には原稿枚数の論文一篇30枚以内などの規定も必要かと思われますが。
本号では会員6氏の研究論文と高尾先生のヘルダーリン遺稿とを公にすることがで
きました。高尾先生の御原稿の残りもなお相当枚数ありますが，何とかあと2回で活
字化を完了できるよう努力しています。
昭和51年3月
第20号編集委員 福岡四郎
八亀徳也
丸山三友 新谷浩堆
芳原政弘
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関西大学独逸文学会会則
第1条本学会は関西大学独逸文学会と称する
第2条本学会は独逸文学・独逸語学の研究および普及をはかることを目的とする
第3条本学会は前条の目的を達成するために次の事業を行なう
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行う
第4条本学会は次の会員で組織する
1． 本学独逸文学科の教授・助教授・専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師および助手の有志者
3． 本学独逸文学科学生・院生
4． 本学学生・院生ならびに卒業生の有志者
5． その他本学会の趣旨に賛同する者
第5条本学会は会長1名・委員および幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学独逸文学科の教授・助教授および専任講師とする
2． 会長は委員会が委員中から推薦する
任期は2年とし重任を妨げない
3． 幹事は本学独逸文学科の助手。および互選された学生・院生・卒業生の若干
名に委員が委嘱する
任期は1年とし留任を妨げない
第6条機関誌の編集委員は本学会の委員の互選による若干名とする
第7条会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする
第8条会費は年額1,500円とする
第9条本学会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に置く
第10条会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行なう
〔備考〕会費年額1,500円（第8条）は昭和51年度よりとし,50年度以前入学
の学部学生の前納会費は据置とする
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「第21号原稿募集
下記の要領で次号の原稿を募ります。斉藤清先生の御退職の年に
もあたります。ふるって御投稿下さい。
枚 数 400字詰30枚以内（独文の場合は4,500語以内),横
書完全原稿のこと。
レジュメ 独文500語程度(本文が独文の場合は不要)。
申込締切日 昭和51年6月30日
原稿締切日 昭和51年11月30日
申込並びに 吹田市千里山東3-10-1関西大学文学部独文
原稿送付先 合同研究室内「独逸文学」編集委員会
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